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人事行政の運営等の状況を公表します 

 

市は、「立川市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例」に基づき、人事行政の運営

等に関する状況について、市民の皆さんにお知らせします。市職員の給与や定員数、勤務条

件や研修、福利厚生の状況など人事行政全般について公表することで、公正性と透明性を確

保し、適正な運営に努めてまいります。 

 

 

職員の任免と職員数に関する状況 

 

●職員採用・退職の状況（令和６年度） 

 

区分 採用者数 

退職者数 

 退職者内訳 

 定年 普通 分限 懲戒 失職 死亡 

事 務 職 40人 38人 10人 27人 ０人 ０人 ０人 １人 

技 術 職 12人 11人 ４人 ７人 ０人 ０人 ０人 ０人 

技能労務職 ０人 ３人 ２人 １人 ０人 ０人 ０人 ０人 

合 計 52人 52人 16人 35人 ０人 ０人 ０人 １人 

 

●職員数の状況 

⇒別紙「立川市の給与・定員管理等について」参照 

 

●適正な定員管理に向けた取り組み 

令和２年度に策定した「立川市第２次行政経営計画」に基づき、適正な定員管理を進めて

います。具体的には、個人番号カードの交付状況を踏まえた体制の見直しや公共下水道の流

域編入を踏まえた組織体制の見直しなど、適切なサービス水準と最適なサービス提供手法

の選択により、定員の適正化に努めました。一方で、児童発達支援センターの設置、戸籍氏

名の振り仮名記載並びに障害福祉サービス利用者等の増加など新たな行政需要への対応を

図りました。この結果、定数条例上の職員数は、令和７年４月１日現在 1,064人となってい

ます。 
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職員の採用・昇任試験と選考の状況 

 

● 職員採用試験の実施状況（令和６年度） 

 

令和６年８月以降採用（令和６年４月実施） 

区分 受験者数 合格者数 

土木技術 ０人 ０人 

 

令和７年度採用（令和６年６月実施） 

区分 受験者数 合格者数 

一般事務 209人 18人 

一般事務 

（障害者） 
12人 ２人 

一般事務 

（社会福祉） 
15人 ５人 

土木技術 ３人 １人 

建築技術 ３人 ０人 

保健師 21人 ３人 

保育士 27人 ６人 

 

令和７年度採用（令和６年 11月実施） 

区分 受験者数 合格者数 

一般事務 

（経験者） 
27人 10人 

一般事務 

（障害者） 
５人 ０人 

土木技術 １人 １人 

建築技術 １人 ０人 

保育士 ５人 ２人 
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令和７年６月以降採用（令和７年２月実施） 

区分 受験者数 合格者数 

一般事務 

（経験者） 
51人 18人 

土木技術 ３人 ３人 

建築技術 ４人 ２人 

保健師 11人 ３人 

 

●昇任試験の実施状況（令和６年度） 

立川市の職位は、部長－課長－係長－主任－主事となっています。そのうち、管理職（ 

課長）と主任職への昇任について試験制度を導入しています。 

 

区分 受験者数 合格者数 

管理職 11人 ７人 

主 任 22人 ６人 

 

 

 

 

 

職員の給与の状況 

 

⇒別紙「立川市の給与・定員管理等について」参照
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職員の勤務時間とその他の勤務条件の状況 

 

●職員の勤務時間（標準的なもの） 

 

１週間の 

勤務時間 

１日の 

勤務時間 

勤務時間の割り振り 
週休日 

始業 終業 休憩時間 

38時間 45分 7時間 45分 午前８時 30分 午後５時 15分 正午～午後１時 土曜・日曜日 

 

●休暇制度 

 職員の休暇等の種類は、年次有給休暇、病気休暇、特別休暇、介護休暇に大別されます。 

 

年次有給休暇の取得状況（令和６年度） 
 

平均取得日数 

16.5日 

 

特別休暇（令和６年度） 

休暇の種類 付与日数・期間等 

  公民権行使等休暇   必要と認められる期間 

  産 前 産 後 休 暇   出産の前後 16週間（多胎妊娠の場合は 24週間） 

 妊娠症状対応休暇  １回の妊娠について合計 10日以内 

 早 期 流 産 休 暇  流産した日の翌日から起算して引き続く７日以内 

  育 児 時 間   １日２回、合計 90分以内 

  出 産 介 護 休 暇   ２日以内 

  育 児 参 加 休 暇   ５日以内 

  子どもの看護休暇   年度を通じ５日以内（子が２人以上は 10日以内） 

 短 期 の 介 護 休 暇  年度を通じ５日以内（要介護者が２人以上は 10日以内） 

  

慶 弔 休 暇   

１）職員が結婚する場合：引き続く７日以内 

２）職員の親族が死亡した場合：親族等の区分に応じ、１～10日以内 

３）職員の父母の追悼のための特別な行事を行う場合：１日 

  夏 季 休 暇   ７月から９月までの期間内に５日以内 

 生 理 休 暇  必要と認められる期間 

  母 子 保 健 休 暇   妊産婦の健診１回につき１日 

 妊 婦 通 勤 時 間  勤務時間の始め又は終わりにおいて１日につき１時間 

 災 害 休 暇  現住居が滅失又は損壊した日から起算して７日以内 

 事 故 休 暇  必要と認められる期間 

 ボランティア休暇  年度を通じ５日以内 

※対象職員は、令和６年度全期間在職

者（育児休業・休職者等を除く） 

※暫定再任用短時間職員を除く 
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職員の休業の状況 

 

育児休業・部分休業の取得状況（令和６年度） 

区分 男 女 合計 

育児休業 16人 7人 23人 

部分休業 1人 14人 15人 

※この人数は、令和６年度から取得を開始した職員数になります。 

 

 

職員の分限と懲戒処分の状況 

 

●分限処分の状況（令和６年度） 

分限処分とは、勤務実績が良くない、心身の故障で職務の遂行に支障がある、刑事事件で

起訴された場合などで、職員が職責を十分に果たせないときに講じられる処分です。令和６

年度の処分者数は、次のとおりです。 

 

区分 
分限処分 

降給 休職 降任 免職 

処分者数 ０人 46人 ０人 ０人 

 

●懲戒処分の状況（令和６年度） 

 懲戒処分とは、法令違反や非行のあった職員の道義的責任を問うために講じられる処分

です。令和６年度の処分者数は、次のとおりです。 

 

区分 
懲戒処分 

戒告 減給 停職 免職 

処分者数 １人 １人 ０人 ０人 
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職員の服務の状況 

 

●服務の状況 

職員には、地方公務員法をはじめとする関係法令で、全体の奉仕者として職務を遂行する

に当たって守るべき義務や規律が課せられています。 

さらに、立川市では、公正性・透明性を高め、市民の信頼と負託に応えるために、コンプ

ライアンス（倫理・法令遵守）の確保に努めています。 

 

服務の内容 
令和６年度 

処分者数 

  
法令等および上司の 

命 令 に 従 う 義 務 
  
法令等および上司の職務命令に、従わなく

てはならない。 
０人 

  信用失墜行為の禁止   
職の信用を傷つけ、職全体の不名誉となるよ

うな行為をしてはならない。 
２人 

  秘 密 を 守 る 義 務   職務上知り得た秘密を漏らしてはならない。 ０人 

  職務に専念する義務   
法律や条例で特別の定めのある場合以外、勤

務時間中全力で職務の遂行に当たらなくて

はならない。 

０人 

  政 治 的 行 為 の 制 限   
政治的団体の結成に関与する等の政治的行

為の禁止ほか、一定の制限がある。 
０人 

  争 議 行 為 等 の 禁 止   ストライキ等争議行為は禁止されている。 ０人 

  営利企業等の従事制限   
営利企業等に従事することは制限されてお

り、従事する場合には許可が必要である。 
０人 

 

 

職員の退職管理の状況 

 

職員であった者は、退職後２年間、立川市の職員に対して、退職前の職務に関する働きか

けをすることが禁止されています。平成 28年度から立川市では「職員の退職管理に関する

規則」を制定し、適切に運用しています。 
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職員の研修と人事評価の状況 

 

● 人材育成基本方針の策定 

職員一人ひとりが意欲を持って職務に取り組み、時代の要請に応えうる人材を計画的か

つ積極的に育成するために、平成 18年９月に「立川市職員人材育成基本方針」を策定、平

成 27年５月に改定しました。この中で、目指すべき職場像として「自律し、協働し、人を

活かす職場」を、目指すべき職員像として「自信と誇りを持って、自ら考え、市民の立場に

立って、凛として行動する職員」を掲げ、その実現に向けて研修制度や人事管理制度に関す

る諸施策に取り組んでいます。 

 

● 職員研修の実施状況（令和６年度） 

「立川市職員人材育成基本方針」に基づき、目指すべき職場像と職員像の実現に向け、研

修を通して職員が新たな知識・経験や能力を獲得する機会を提供しています。 

 

 

区    分 研  修  名 回数 人数 

階層別研修 新任職員研修 新任職員研修１部 1 66 

新任職員研修２部 1 47 

接遇研修 1 51 

新任職員情報交換会 1 43 

若手職員研修 カイゼンサポーター 1 43 

たちかわ社協 協働研修 1 27 

一般職員研修 政策提案研修 1 19 

政策提案研修発表会（傍聴） 1 19 

主事職研修 人事評価研修（目標設定研修） 1 43 

主任職研修 新任主任研修 1 27 

クレーム対応能力向上研修 1 29 

係長職研修 ＲＲＴ(リフレクションラウンドテーブル) 1 12 

ハラスメント防止研修 1 47 

ハードクレーム対応研修 1 46 

その他係長職研修 2 44 

管理職研修 新任課長研修 1 11 

その他管理職研修 1 17 

特別研修 人材育成主催研

修 

ＯＪＴ研修 1 301  

ＯＪＴフォローアップ研修 1 34 

行政視察研修 1 48 

議会傍聴研修 1 51 

普通救命講習研修 5 147 

ルックアップたちかわ女性会 1 2 
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区    分 研  修  名 回数 人数 

特別研修 人材育成主催研

修 

キャリア・アダプタビリティ研修 1 14 

働き方と役割再確認研修 1 18 

行政研修 1 48 

派遣職員報告会 1 31 

接遇力向上ワーキンググループ 1 10 

接遇能力向上研修 1 20 

コンプライアン

ス研修 

官製談合防止研修 1 62 

コンプライアンス研修 1 34 

リスクマネジメント（係長職対象） 2 63 

所管課主催研修 ＳＤＧｓ研修 2 53  

ＬＧＢＴＱ＋研修 1 26  

生涯学習関係職員研修 1 13  

ゲートキーパー養成講座（初級） 1 13  

東京都市長会研修 4 10  

被災者生活再建支援業務研修 2 10  

多文化共生意識啓発職員研修 1 32  

協働研修 1 29  

教育委員会研修 1 9  

自治体 DXマインドセット研修 4 117  

再犯防止研修 1 23  

まちづくり研修 1 25 

技術職研修 庁内研修 11 38 

現場視察・見学研修 7 93 

実務・専門研

修 

実務研修 ホームページ操作研修 12 295 

文書管理システム研修 4 82 

文書実務と伝わりやすい公文書の作成（東

京都出前研修） 
1 52 

例規システム操作研修 2 26 

会計実務研修 1 21 

専門研修 情報セキュリティ研修 14 724 

情報セキュリティ研修（ｅラーニング） 1 1,283 

情報連携に向けた研修（ｅラーニング） 1 436 

職場研修  17 750 

派遣研修（他

団体等派遣） 

東京都  1 1 

東京都市町村職

員研修所 
 1 1 
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区    分 研  修  名 回数 人数 

 

東京都後期高齢

者医療広域連合 
 1   1 

長野県大町市  1 1 

東京都青梅市  1 1 

全国市長会  1 1 

民間企業・団体  1 1 

総務省自治大学

校  
1 1 

派遣研修（研

修機関等派

遣） 

東京都市町村職

員研修所 

職層別研修 42 283 

講師養成研修 1 1 

法務研修 4 63 

自治体経営研修 2 9 

  デジタル人材育成研修 19 39 

専門職研修 2 3 

技術職研修 5 8 

実務研修 16 31 

特別研修 23 81 

自治大学校  第１部課程 他 3 3 

市町村職員中央

研修所 
ＩＣＴによる情報政策 他 3 3 

東京都職員研修

所 
 3 7 

全国建設研修セ

ンター 
 15 15 

その他派遣研修  95 153 

自主研修 通信教育研修（公募） 1 16 

通信教育研修（短期主任） 1 5 

資格助成制度 9 9 

他市合同研修 経営シミュレーション研修 1 5 
 

※研修受講者の総延べ人数は、6,376人です。 
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● 人事評価の状況 

  地方公務員法第 23条の２の規定に基づき、全職員を対象とした人事評価を年１回実施

しています。この制度は、職員の能力・業績を公正に把握するためのもので、上司との面

談や仕事の振り返りを通じて人材育成に活用しています。また、各年度の評価結果を翌年

度の勤勉手当の成績率や昇給に反映します。 

今後も、人事評価制度を人材育成や任用、給与、分限その他の人事管理の基礎として活

用し、組織の活性化を図ります。 

 

 

職員の福祉と利益の保護の状況 

 

● 福利厚生制度 

立川市職員共済会を設置し、職員の保健、元気回復その他厚生に関する事業を行っていま

す。共済会で計画実施される事業は、職員が負担する共済会費（給料の 1,000分の４に相当

する額）と市からの交付金で運営されています。 

 

職員共済会の運営状況（令和６年度） 

会員会費 交付金 会員数 

16,775千円 14,618千円 1,093人 

 

 

 

●健康診断の実施状況（令和６年度） 

 

 区分  人数 

 定 期 健 康 診 断  561人 

 人 間 ド ッ ク  840人 

 Ｖ Ｄ Ｔ 健 康 診 断  138人 

 生 活 習 慣 病 健 康 診 断  190人 

 ス ト レ ス チ ェ ッ ク  1,534人 

 ※一部健康診断の人数には、会計年度任用職員（社会保険加入者）を含みます。 

 

●公務災害補償制度 

職員の公務上や通勤途上での災害に対して、地方公務員災害補償法に基づき補償を行っ

対象職員 評価項目 評価方法 評価対象期間 

全職員 業績 能力 全体 ５段階評価 ４月１日～翌年３月 31 日 
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ています。 

 

公務災害の発生状況（令和６年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公平委員会の業務の状況 

 

公務員として労働基本権の一部が制約されている職員の適正な勤務条件を確保し、また、

身分保障を担保するために、市に対して中立的機関の公平委員会が置かれています。職員は

公平委員会に、勤務条件に関する措置要求や不利益処分に関する審査請求、人事管理に関す

る苦情相談を行うことができます。 

 

公平委員会での事案処理状況（令和６年度） 

区分 新規件数 

  勤 務 条 件 に 関 す る 措 置 要 求    ０件 

  不 利 益 処 分 に 関 す る 審 査 請 求   ０件 

  人 事 管 理 に 関 す る 苦 情 相 談   ０件 

 

 

区分 発生件数 

公務災害 25件 

通勤災害 9件 


